
見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

※マナック株式会社は株式移転により2021年10月1日付で「株式会社マナック・ケミカル・パートナーズ」を設立し、持株会社体制へ移行いたしました。

※2021年3月期までは、マナック株式会社の実績であります。
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代表取締役会長 兼 社長

杉之原　祥二

Business Report

持株会社の体制強化。
決意も新たに、成長のスピードを高め、
さらなる発展を目指す。

中期計画2021
結果のご報告

　当社グループは2019年5月に中期計画を公開して以来、経営陣・社員一丸となり、変革
へ挑戦する取り組みを行ってまいりました。新型コロナウイルスによる経済活動への影響が
見通せない中ではありますが、中期計画期間が終了となった当期、利益面は当初の計画を
大きく上回り、過去最高の水準となりました。その中期計画期間の結果をご報告させていた
だきます。

利益面の推移業績概要

セグメント別売上高状況 株主還元
中期計画期間
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中間配当 期末配当

※2022年3月期中間までの
配当実績はマナック株式会
社の配当実績であります。
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22/3期の売上高の
計画対比増減要因

中計直前に完成した能力増強による
生産数量増（フル生産）（+）

原料高につき価格への一部転嫁（+）

電材、医薬関連製品需要増（+）
生産能力（医薬関連）能力増強工事完成（+）
ジェネリック原薬中間体の進捗不調（－）

Etak®特需（+）

中期計画期間（単位：百万円）

ファインケミカル ヘルスサポート 難燃剤

中期計画期間
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経常利益【実績】 経常利益【中期計画】 ROE【実績】 ROE【中期計画】

19/3期18/3期 20/3期 21/3期 22/3期

22/3期
経常利益8.8億円
（目標比＋1.6億円）

ROE 6.9%
（目標比＋1.8%）

　昨年6月のマナック株式会社（以下、マナック）
定時株主総会での株主の皆様のご承認を受け、
2021年10月1日、株式会社マナック・ケミカ
ル・パートナーズ（以下、MCPs）が誕生。マナッ

持株会社体制への移行後、2期目
に向けての意気込みをお聞かせく
ださい。

クの株式が移転され、MCPsが事業会社として
のマナックの持株会社となる新体制に移行いた
しました。そして2022年6月、MCPsの初めての
定時株主総会で新役員をご承認いただき、持株
会社体制が本格的に始動いたします。各事業会
社が効率化を図りながら相互に作用することで、
経営・事業ともに成長スピードを加速させたい
と考えております。役員を中心に十分な人員強化



連続的成長」の実現を目指してまいります。主要
株主の方々をはじめ、株主の皆様と深い信頼関
係を築けるよう尽力いたします。

　今後とも株主の皆様をはじめとしてステーク
ホルダーの方々のお声に耳を傾けながら、持株
会社体制の利点を生かし、迅速かつ果断に挑戦
を続けてまいります。体制も新たに、グループ社
員一同尽力いたします。ご指導ご鞭撻を賜りま
すようよろしくお願い申し上げます。

まだまだ成長する余地があると考えております。
引き続き、持株会社による取り組みも推し進め、
社会状況に合わせた成長を進めてまいります。
また、この間取り組んできた機能性新材料等の
新規事業の開発に関して、今まで以上に積極性
を持って取り組みます。

　withコロナ時代において、いかに成長スピー
ドを速められるかを重要視しております。持株
会社移行前「マナックグループ」の成長の主力で
あった難燃剤、ファインケミカル、ヘルスサポー
トの3つの事業による「連続的成長」に加え、「非

　我々は現状にとどまらず、社会課題の解決からスタートし、より良い製品の開発に注力してまいりたい
と考えております。最終的には持続可能なビジネスモデルを作ることを目指しております。直近では「持
続可能な開発目標（SDGs）」という言葉を聞かない日はないほど、人々に浸透してきています。ここでは
MCPsグループの中でSDGsに関連する取り組みについてご紹介します。

MCPsグループのSDGs関連の取り組み

今後の事業において、取り組みや
目標をお教えください。

が実現できましたので、経営陣も気持ちを新たに、
コーポレートガバナンス・コードの見直しやDX
の推進などの取り組みを進めてまいります。

　中期計画2021では、お陰様でおおむね全体目
標を達成いたしました。とりわけICT／IoT化に
関しては、新型コロナウイルスの流行という
きっかけもあり、業務のオンライン化を進め、社
内外のリモートワーク環境を十分に整備できま
した。一方、グローバルやアライアンス関連は、
国内の移動制限や海外渡航制限に影響を受け、

3年間合計 中期計画目標 実績

投資
金額 19.5億円 19.2億円

海外
比率

（間接輸出含む）

22/3期：
20%弱までに

高める

22/3期：
17%

採用
人数 25名 35名

その他目標

グローバル

‌●‌‌難燃剤の中国市場への拡販及びヨウ化物の欧州
への拡販が一部できたものの、22/3期の海外
比率が目標を下回った

アライアンス

●‌研究拠点の新設（郷分、富山、湘南）（21/3期）
‌●‌‌高分子難燃剤・難燃不燃材料関連の研究活動
が開発途中（21/3期～）

リスクテイク

●‌医薬関連生産能力増強投資（21/3期）

ICT/IoT化の加速

●‌社内基幹システムの更新（20/3期～21/3期）

人材への投資

●‌在宅勤務制度の導入（21/3期）
●‌研修制度の導入（22/3期）

重要施策／重点施策の進捗

　社員一人ひとりがChallenge‌for‌Change
を実現するためには、様々な分野の情報に触
れ、視野を広げることが変革への第一歩にな
ります。そのツールの一つとして、2021年7月
に社員を対象とするWEB研修制度を導入しま
した。
　この研修制度を通じて、すべての社員は部
署問わず、階層に応じた必須能力に関連する
研修内容を気軽に受講できるようになりまし
た。最終的には「学び続ける」という習慣を身
に付け、ひいては、一人ひとりの働き方や心の
健康の改善に繋げることを期待しております。

研修制度の導入（マナック株式会社）

WEB研修

学び続ける
Challenge
for

Change

難燃剤
事業

グループ
共通

ファイン
ケミカル

事業

ヘルス
サポート

事業

難燃剤及び難燃材料に関連するビジネス

医薬品や電子材料の中間原料に関連するビジネス

人工透析薬剤用原料、抗菌剤原料に関連するビジネス 

グループ内の生産、研究、購買、雇用活動に関連する取り組み

昨年度で終了した中期計画2021
の結果並びに今後の展望をお聞か
せください。 

最後に、株主の皆様へ向けてメッ
セージをお願いします。



https://mcps.co.jp/

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会は、口座のある証券会社宛にお願い
いたします。証券会社に口座を開設されていない株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号‌
三井住友信託銀行株式会社‌証券代行部

（ 郵 便 物 送 付 先 ） 〒168-0063‌東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社‌証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） ‌0120-782-031（フリーダイヤル）受付時間：9：00～17：00（土日休日を除く）
（ イ ン タ ー ネット
ホームページURL） https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主様には、株主名簿管理人であ
る上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照
会及び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告の方法により行います。‌

（当社ホームページURL　https://mcps.co.jp/）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合、
日本経済新聞に掲載する方法で行います。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所‌スタンダード市場

発行可能株式総数 23,200,000株

発行済株式総数 8,625,000株

株主数 3,４２9名

大株主（上位10名）
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

東ソー株式会社 1,608 20.3
一般財団法人松永財団 1,340 16.9
株式会社広島銀行 322 4.1
杉之原　祥二 278 3.5
株式会社合同資源 200 2.5
マナック社員持株会 155 2.0
村田　耕也 121 1.5
光和物産株式会社 121 1.5
中尾薬品株式会社 101 1.3
東洋証券株式会社 100 1.3

（注）‌1.‌上記のほか、当社保有の自己株式が711千株あります。
‌ 2.‌持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主数別分布状況 株式数別分布状況

個人その他
96.1%

外国法人等
0.6%

その他国内法人
2.5%

金融機関・
証券会社
0.8%

株主数
3,429名

個人その他
３７．３%

自己株式 8.3%
外国法人等 0.2%

金融機関・
証券会社
10.5%

その他
国内法人
43.7%

発行済株式総数
8,625,000株

社名 株式会社マナック・ケミカル・パートナーズ
MANAC‌Chemical‌Partners‌Co.,Ltd.

本社
本店
所在地

〒103-0027
東京都中央区日本橋三丁目８番４号
日本橋さくら通りビル６階
TEL：03-5931-0554

設立 2021年10月1日

資本金 300‌百万円

従業員数 グループ従業員数‌241名

事業内容 グループ会社等の経営管理及びそれに付帯
又は関連する業務等

（2022年3月31日現在）会社概要

（2022年3月31日現在）株式の状況 株主メモ

●‌社名 八幸通商株式会社

　本社 〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町二丁目7番6号　
晴花ビル3階

　事業内容 化学薬品の製造、販売

●‌社名 エムシーサービス株式会社

　本社 〒721-0956
広島県福山市箕沖町92番地

　事業内容 倉庫賃貸

●‌社名 マナック（上海）貿易有限公司

　本社 中国上海市長寧区仙霞路317号‌
遠東国際広場B棟1406室

　事業内容 中国国内における化学品の輸出入業務

●‌社名 マナック株式会社

　本社 〒103-0027
東京都中央区日本橋三丁目8番4号
日本橋さくら通りビル6階
TEL：03-3242-2561

　事業内容 難燃剤、医薬品、動物用医薬品、食品添加
物、写真感光材料、高機能性材料、染料、
香料など様々な分野の先端技術産業に
原材料を供給

子会社

●‌社名 ヨード・ファインケム株式会社

　本社 〒104-0031
東京都中央区京橋二丁目12番6号　
東信商事ビル7階

　事業内容 ヨード化合物の製造、販売

関連会社

　当社は、長期的観点からの事業収益の拡大と株主資本
利益率の向上を通じて、長期的な企業価値の向上を図る
ことが最も重要な経営課題と認識しております。
　配当につきましては、株主の皆様への利益還元を重要
な資本政策の一つと位置付け、従来より長期的・安定的
な配当水準の維持に努めることを基本方針としており、財
務状況並びに中期計画の達成度合いを総合的に勘案し、
利益配当額を決定しております。

当社の株主還元方針

　2022年3月期の期末配当金につきましては、財務状況
並びにマナック株式会社中期計画の達成度合いを勘案し、
1株当たり7.5円とすることに決定いたしました。これによ
り、2022年3月期の年間配当金は、マナック株式会社の中
間配当金1株当たり7.5円を加え、15.0円となりました。

2022年3月期の配当金

配当関連情報

配当金 （単位：円）

2021/3 2022/32020/32019/3

15.07.5 15.010.0
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※‌2022年3月期中間までの配当実績はマナック株式会社
の配当実績であります。

代表取締役会長‌兼‌社長 杉之原　祥二

専務取締役 笠井　正信

取締役 千種　琢也

取締役 菅田　光孝

取締役 相田　美砂子

取締役（監査等委員） 杉之原　誠

取締役（監査等委員） 内海　康仁

取締役（監査等委員） 豊田　基嗣

（2022年6月23日現在）役員

（注）‌取締役‌菅田光孝氏、相田美砂子氏、内海康仁氏及び
　　豊田基嗣氏は、社外取締役であります。


